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澄
観
撰
『

心

要
』

の

注
釈
書
に

つ

い

て

は
、

ま

え
に

智
照
の

『

心
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

1
）

洞
玄
記
』

（

解
題
と

本
文
）

を

紹
介
し

た
。

そ
し

て

『

心

要
』

の

本
格
的

注
釈
書
と

し

て

唯
一

の

も
の

で
、

澄
観
に

お

け
る

禅
思
想
の

理

解
や

、

禅

教
一

致
思
想、

さ

ら
に

は

仏

教
諸
宗
に

お

け
る

禅

受
容
の

一

側
面
を

解
明
す
る

重

要
な

資
料
で

あ
る

と
し

た
。

ま

た

撰
述
の

経

緯

に

お

い

て
、

智
照
の

師
、

東
大
寺
凝
然
が

『

華
厳
法
界
義
鏡
』

に

全
文
を

引
用

し
、

学
老
の

精
要

、

行
人
の

秘
術
と
し

て

重
視
し
た

こ

と
を

述
べ

る

と

同
時
に

、

凝
然
や

そ
の

高
足

、

久
米
多
寺
禅
爾
に

師

事
し

た

金
沢
称
名

寺
湛
睿
が

、

そ
の

著
『

五

教
章
纂
釈
』

中
に

、

わ

ず
か
一

回
だ

け
で

あ

る

が

引
文
し

て

い

る

こ

と
に

つ

い

て

も

触
れ

た
。

　
そ
の

後
、

東
大
寺
図
書
館
に

『

心

要
抄
物
』

（

内
題
は
『

心

要
纂
釈

ヒ

一

二

函
ご

三

三

号
）

が

所
蔵
さ

れ
て

い

る

こ

と

を
知
っ

た

が
、

調

査
の

結
果

、

こ

れ
が

湛
睿
の

著
作
で

あ

る
こ

と
が

判
明
し

た
。

ま

た

『

明
和

本
戒
壇
院

饗
所
述
書

旦
の

「

心

嚢
箜
巻

谿
釁

・

乎
薗

仏
法
伝
通
縁
起
』

の

「

于
時
応
長
元
年
蘚

七

月
五

日
、

於
東
大
寺
戒
壇

駒
澤
大
學
佛
教
學
部
論
集
第
十
九
號
　
昭
和
六

十
三

年
十
月

院
述
之

、

花
厳
宗
沙
門
凝
然

、

春
秋
七

十
二

、

造
此
三

国
仏
法
縁
起
三

巻、

奉
為
叡

覧
、

献
上
大
覚
寺
法
皇
御
所

、

于
此

御
所

叡
感

、

以

此
草

本
最
初
写
之
畢

、

沙
門
凝
然

、

造
此
仏

法
縁
起
井
十
重

唯
識
瓊
鑑
章
一

巻
、

心
要
義
鑑
一

巻、

進
覧
之
（

以
下

略
）

」

の

刊
記
か

ら
、

凝
然
に

も

『

心

要
』

の

注
釈

書
『

心

要
義
鑑
』

一

巻
（

伝
存
不
明
）

が

あ
っ

た

こ

と

が
わ
か

る
。

こ

れ

ら
は

智
照
の

『

心

要
洞
玄
記
』

以

外
に

も
、

さ

か

ん

に

『

心
要
』

の

注
釈
が

行
わ

れ

た
こ

と
を

示
す

。

こ

こ

で

は

智
照
の

『

心

要
洞
玄
記
』

を

唯
一

の

注
釈
書
と
し
た

前
説
を

訂
正

す
る

と

同
時

に
、

湛
睿
の

『

心
要
纂
釈
』

に

つ

い

て
、

と
り

あ
え
ず

本
文
を

紹
介
し

、

あ
わ

せ

て

そ
の

撰
述
の

時

期
や

内
容
な

ど
に

つ

い

て
、

簡
単
に

触
れ
て

み

た

い
。

　
ま

ず

最
初
に

、

東
大
寺
本
『

心

要
纂
釈
』

が
、

湛
容
の

著
書
と

特
定

で

き
た

理
由
に

つ

い

て

明
ら
か

に

し

な

け
れ

ば

な

ら
な
い

。

湛

睿
（

一

二

七
一

ー

コ
ご

四
六
）

の

行
実
に

つ

い

て

は
、

ま

え
に

「

湛
睿
の

事
績
」

　
　
　
　
（

3
）

で

紹
介
し

た

が
、

生
涯
に

わ
た

り

著
作
活
動
に

専
念
し

て

い

る
。

と

り

二

七
五
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湛
睿
の

『

心
要
纂
釈
』

に

つ

い

て

（

納
富
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

4）

わ

け

華
厳
関
係
の

注
釈
書
が

多
い

。

杜
順
・

智
儼

・

法
蔵
・

澄
観
な

ど

祖
師
の

撰
述
に

か

か

る
、

華
厳
教

学
の

基
本
的
な
も
の

を

中
心
に

網
羅

　
　
　
　
　
　
　（
5

）

的
に

注
釈
し

て

い

る

か

ら、
『

心

要
』

の

注
釈

書
が

あ
っ

て

も、

何
等
不

思
議
で

は

な

い
。

ま

た

凝
然
や

智
照
に

み

ら

れ
る

よ

う
に

、

東
大
寺
華・

厳
に

お

け
る
『

心

要
』

の

重
視
も

、

そ

の

可
能
性
を
増
幅
す
る

も
の

で

あ

る
。

つ

ぎ
に

湛
睿
は

『

華
厳
五

教
章
纂
釈
』

『

華
厳
演
義
鈔
纂
釈
』

『

華

　
　
　
　
　
（

ε
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

7
）

厳
還
源
観
纂
釈
』

な

ど
の

よ

う
に

、

そ

の

注
釈
書
の

題
名
に

「

纂
釈
」

を

使
用
し

て

い

る
。

ま
た

金
沢

文
庫
資
料
で

『

戒
本

見
聞

集
』

四

十
一

と
し

て

整
理
さ

れ
て

い

る

湛
睿
自
筆
稿
本
の

な

か

に
、

「

雖
即

心

即
佛

唯
證
者
方
知
」

（

本
文
十
五

表
）

「

若
有
證
有
知
則
恵
日

沈
没

於

有

地
」

（

本
文
十
五

裏
）

「

若
無
照
無
悟
則

昏
雲
蔽
於
空
門
」

（

本

文
十
六

表
）

の

三

　
　
　
　
　
　
　
（

8
）

項
を

注
釈
し

た
一

紙
（

裏
書
あ
り

。

写
真
 
 
参
照
）

が

混

入
し

て

い

た
。

写
真
 
で

も
わ

か

る

よ

う
に

、

抹
消
・

加

筆
挿
入

な

ど
が

あ
り

、

明
ら

か

に

湛
睿
の

草
稿
本
で

あ
る
こ

と
が

わ
か

る
。

い

ま

こ

れ
に

該
当
す
る

『

心

要
纂
釈
』

（

後
掲
本
文
）

十
四

表

十
一

行
目

「

者

交
徹一
」

意
云
二

隔

　
　
ワ

本
明
修一
」

か

ら
、

裏
書
「

現
量
事
」

（

十
四

裏
十
四

行
目
ま
で
）

を

除
い

た

十
七

表
二

行
目

「

空
門
法
喩
並
挙
謂
莽
湯
」

ま
で

を

比
較
照
合
し

て

み

る

と
、

わ

ず
か

に

誤

字
・

脱
字
な
ど

が
あ
る

が
、

ほ

と
ん

ど

合
致
し

て

い

る
。

ま

た

写
真
 
は

湛
容
草
稿
本
の

裏
書
で

あ
る

が
、

こ

の

右
側

の

部
分
に

対
応
す
る

『

心

要
纂
釈
』

十

九

裏
八

行
目

「

長
水
云

真
性
明

了
…

…
」

か

ら
、

同
十

行
目

「

悟
是
始
覚
之
證
悟
」

の

「

裏
」

（

裏
書
の

意
）

と

注
し

た

部
分

、

お

よ

び

写
真
左
側
の

部
分
に

相
応
す

る

『

心

要

二

七
六

纂
釈
』

二

十
八

表
八

行
目

「

問
心
≧

作
仏
者
…

…
」

か

ら
、

二

十
九

表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

9
）

一

行
目

「

念
≧

皆
具
仏
智
故
仏
令
深
微
」

の

部
分
も

、

脱
落
分
な
ど

を

除
き

ま
っ

た

く

同
じ
で

あ
る

。

以
上

三
つ

の

理

由
か

ら
、

東

大

寺

本

『

心

要
纂
釈
』

は

間
違
い

な

く

湛
容
撰
で

あ
る
こ

と
が

わ

か
っ

た
。

　
つ

ぎ
に

そ
の

撰
述
の

時
期
に

つ

い

て

は
、

こ

れ
を

証
す
る

奥
書
な

ど

を

欠
い

て

い

る

か

ら
明

ら

か
で

な
い

が
、

湛
睿
草

稿
本
の

書
体
が

、

湛

睿
三

十
歳
代
の

書
体
に

類
似
し

て

い

る
。

と

り
わ

け
延
慶

元

年
（

一

三

〇
八
）

か

ら
三

年
こ

ろ
、

鎌
倉
極
楽
寺
に

お

い

て

著
わ

し

た
『

華

厳
経

探

玄
記
疏
抄
類
聚
』

に

著
し

く

類
似
し

て

い

る
。

ま

た

あ
と
で

も
触
れ

る

が
、

湛
睿
は

凝
然
の

『

心

要
義
鑑
』

を
二

回
引
用
し
て

い

る

が
、

智
照

の

『

心

要
洞
玄
記
』

は

ま
っ

た

く
引
用
し

て

い

な

い
。

『

心

要
義
鑑
』

の

撰
述
年
は

不
明
で

あ

る

が
、

ま

え
に

挙
げ
た
『

三

国
仏
法
伝
通
縁
起
』

の

刊
記
に

よ

る

と
、

応

長
元
年
（

二

三
一
）

、

『

三

国
仏
法
伝
通
縁
起
』

『

十
重
唯
識
瓊
鑑
章
』

（

正

応
五

年
ー1

＝
一

九
二

撰
）

と
と

も
に

『

心

要
義

鑑
』

を

大
覚
寺
法
皇
に

進

覧
し

て

い

る

か

ら
、

『

心

要
義
鑑
』

の

撰

述

は

そ
れ

よ

り

以
前
と
い

う
こ

と
に

な
る

。

ま
た

『

心

要
洞
玄
記
』

は

そ

の

奥
書
か

ら
、

応
長
二

年
（

；
二

二
）

三

月
二

十
日

、

鎌
倉

松

谷

寺

で

著
わ

し
て

い

る

が
、

そ
の

当
時
湛
睿
は

松
谷
寺
に

近
い

極
楽
寺
を

中

心
に

活
躍
し

て

い

る
。

な
お

湛
睿
は

の

ち

に

智
照
か

ら
、

そ
の

手
沢
本

（

華
厳
関
係
）

七

部
を
伝
領
し

て

い

る

が
、

　
は

や
く
か

ら

法
兄
と

し
て

密

接
な

関
係
に

あ
っ

た

と

思
わ

れ

る
。

こ

れ

ら
を

勘
案
し

た

場
合

、

常
識

的
立

場
か

ら
、

『

心

要
纂
釈
』

の

撰
述
は

少
く

と

も
智

照

の

『

心
要
洞

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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玄
記
』

撰
述
と

同

時
期
か
、

そ

れ

以
前
と
し

な

け

れ
ば

な

ら
な
い

。

お

そ

ら
く

延
慶
こ

ろ

か
、

あ

る
い

は

そ

れ
に

近
い

時

期
と
思
わ

れ

る
。

　
そ

れ
で

は

東
大
寺
本
『

心

要
纂
釈
』

に

つ

い

て

考
察
し
て

み

る
。

ま

ず

書
冊
の

形
式
は
一

巻
一

冊
、

袋

綴
（

縦
12
・

5
 

横
19
・

8
 

　
33
枚
）

無
界

、

一

頁
12
行
〜
14
行

、

一

行
12
字
を

中
心
に

15

字
〜
10
字

、

楮
紙、

前
表
紙
に

は

「

心

要
抄
物
」

と

あ
り

、

右
下
に

は

畢
筆
で

「

春
位
之
」

の

手
沢
名
が

あ

る
。

ま

た

表
紙
裏
に

は
「

奉
施
入

万
田

村
福
寿
寺
常
住
」

の

墨
書
が

あ
る

が
、

こ

の

万
田

村
福
寿
寺
に

つ

い

て

は

不

明
で

あ
る

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

日

脱
）

内
題
は

「

心

要
纂
釈
」

、

奥
書
に

は

「

于

時
康
永
元
年
八

月

十
於
南
都

戒
壇
院
新
方
丈

西

面
寮
書
写
了
　
小
比
丘

交
尊
」

と

あ
り

、

そ
の

左
横

に

異
筆
で

「

伝

領

　
春
位
」

と

記
さ
れ

て

い

る
。

こ

れ
ら

に

よ

っ

て
、

何
時
の

こ

ろ
か

明

ら
か

で

な
い

が
、

万

田

村
福
寿
寺
常
住
と

し

て

施
入

さ

れ
た

本
書
は

、

交
尊
が
康

永

元

年
（

；一
四

二
）

八

月
十

日
、

東
大

寺
戒
壇
院
新
方
丈

西
面
寮
で

書
写
し

、

こ

れ

を

春
位
が

伝
領
し

た

こ

と

が

わ

か

る
。

交
尊

・

春
位
は

と

も
に

鎌
倉
末
期
か

ら

南
北
朝
期
に

わ
た

り

活
躍
し

た

学
僧
と

思
わ

れ
る
が

、

交
尊
に

つ

い

て

は

本

書
の

書
写
以

外
ま
っ

た

く
不

明
で

あ
る

。

し

か

し

春

位

は

『

大
疏
鈔
玄

談
義
解
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

10
）

『

智
障
断
位
短
釈
』

『

起
信

疏
見
聞
』

な

ど

を

書
写
し
て

い

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

11
）

　
注
釈
の

様
式
は

智
照
の

『

心

要
洞
玄
記
』

と

同
じ

く
、

南
都
の

伝
統

的
な

注
釈
方
法
に

基
づ

き
、

逐
語
的
で

、

博
引
傍
証
あ
ま

す

と
こ

ろ

が

な
い

。

し

か

し

前
後
の

関
係
か

ら
、

二

十
七
裏
と
二

十
八

表
の

問
に

、

量

的
に

は
わ

か

ら

な
い

が、

脱
落
が
あ
る

と

思
わ

れ

る

と

同
時
に

、

後

湛
睿
の

『

心

要
纂
釈
』

に

つ

い

て

（

納
富
）

半
は

前
半
と

違
い

い

さ
さ

か

注
釈
が

粗
雑
に

わ
た
っ

て

い

る
。

あ

る
い

は

未
定

稿
の

も
の

だ
っ

た

か

も

知
れ

な
い

。

ま
た

テ

キ

ス

ト

が

善
本
で

な
か
っ

た
か

、

も
し

く
は

筆
者
の

不

注

意
に

よ

る

も
の

か
、

誤
字
・

脱

字
が

随
所
に

み

ら

れ

る
。

な
お

湛
睿
稿
本
の

裏
書
部
分
は

転
写
に

あ
た

り
、

該
当
す
る

所
に

「

裏
」

と

注
し

て

表
に

挿
入

し

て

い

る
。

　
ま

た

引
用
文
献
は

『

心

要
義
鑑
』

を
は

じ
め
、

『

華
厳
経
』

『

華
厳
経

普
賢
行
願
品
』

『

華
厳
経
探
玄

記
』

『

華

厳
経
略
策
』

『

華
厳
経
疏
』

『

華

厳
演
義
鈔
』

『

華
厳
経
綱
要
』

『

貞
元

疏
』

『

華
厳
演
義
鈔
会
解
記
』

『

大

乗
起
信
論
』

『

起
信
論
注
疏
』

『

起
信

論
疏
』

『

起
信
論
疏
筆
削
記
』

『

円

覚
経
』

『

円
覚
経
略
疏
』

『

円

覚
経
略
疏
抄
』

『

楞
伽
経
』

『

達
磨
悟
性

論
』

『

禅
源
諸
詮
集
都
序
』

『

宗
鏡
録
』

『

霊
源
筆
語
』

『

緇
林
宝
訓
』

『

景
徳
伝
燈
録
』

『

仏
頂
経
』

『

密
厳
経

疏
』

『

心

経
略
疏
』

『

梵
網
経
』

『

梵
網
経
疏
』

『

四

分
律
羯
磨
疏
済
縁
起
』

『

肇
論
』

『

中
論
』

『

釈
摩
詞

衍
論
慈
行
鈔
』

お

よ

び

外
典
の

『

周
易
』

『

論
語
』

『

礼
記
』

『

文
選
』

『

爾
雅
』

『

爾
雅
疏
』

『

蒙
求
表
』

『

玉
彪
之
水

賦
』

な
ど
で

あ
る

。

　
以
上

東
大
寺
蔵
『

心

要
纂
釈
』

は
、

湛
睿
が

延
慶
こ

ろ

著
わ
し

た

も
の

で
、

内
容
は

南
都

の

伝
統
的
注
釈

−
逐
語
的
で

博
引
傍
証

ー
に

よ

る
『

心

要
』

の

注
釈
で

あ
る
こ

と
を

述
べ

た
が

、

こ

れ
は

凝
然
の
『

心

要
義

鑑
』

、

智
照
の
『

心

要
洞
玄
記
』

と

と

も
に

、

東
大
寺
華
厳
に

お

け

る
『

心

要
』

の

重
視
を

暗
示
す
る

も
の

で

あ
る

。

ま
た

東
大
寺
に

お

け

る
『

心

要

纂
釈
』

の

受
容
は

、

『

華
厳
演
義
鈔
纂
釈
』

『

起
信
論
義
記
教
理

鈔
』

『

華・

厳

還
源
観
纂
釈
』

の

受
容
と

あ
わ

せ
、

湛
睿
の

東
大
寺
教
学
に

及
ぼ

し

た

影

二

七

七
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湛
睿
の

『

心

要
纂
釈
』

に

つ

い

て

（

納
富
）

響
が

、

い

か
に

大
き
か
っ

た

か

を

証
す
る

も
の

で

あ
る

。

な
お

引
用
文

献
中
に

、

従
来
『

明
和
本
戒
壇

院
凝
然
所
述

書
目
』

や
、

『

三

国
仏
法
伝

通
縁
起
』

の

刊
記
な

ど
に

よ
っ

て

の

み

知
ら

れ
て

い

る
、

『

心

要
義
鑑
』

の

佚
文
を
二

条
含
ん

で

い

る
こ

と

も

注
目
し

な

け
れ
ぽ
な

ら
な

い
。

　
（

附
記
）

　
　

東
大
寺
図
書
館
新
藤
佐
保
里
氏
に

い

ろ
い

ろ

御
教
示

を
頂
き
ま
し

た
。

厚

　
　

く
御
礼
申
し

上

げ
ま

す
。

註（

1
）

　
愛
知
学
院
『

禅
研

究
所
紀
要
』

第
六
・

七

号
参
照

。

（

2
）

　
新
藤
晋
海
氏
『

凝

然
大
徳
事
績
梗
概
』

参
照

。

（

3
）

　

本
論
集
第
十
六

号

参
照

。

（

4
）

　
拙
著
『

金
沢
文
庫
資
料
の

研
究
』

参
照

。

（

5
）

　
全
部
で

四

十
余
部

あ
る
が
、

従
来
刊
行
さ
れ
て

い

る

も
の

は

わ

ず
か

　
　

に

『

華
厳
五

教
章
纂
釈
』

『

華
厳
演
義
鈔
纂
釈
』

（

巻
三

十
八

11
四

下
之

　
　

五

ま
で

だ
が、

湛
睿
の

稿
本
は

残
簡
な

が

ら
十
六

下
ま
で

あ
る
）

『

起

　
　

信
論
義
記
教
理
鈔
』

『

起
信
決
疑
鈔
』

の

四

部
で

あ

る
。

ま

た

『

注
法

　
　

界
観
釈
文
集
』

お

よ

び

『

華
厳
経
旨

帰
見
聞
集
』

は、

本
論
集
第
十

四

　
　

号
と

第
十
七

号
に

復
刻
紹
介
し

た
。

（

6
）

　
東
大
寺
蔵、

本

書
も
著
者
名
を
欠

く
が

、

金
沢
文
庫
の

断
簡
に

よ

り

　
　

湛
睿
撰
で

あ
る

こ

と
が

わ
か

る
。

（

7
）

　
湛
睿
は
『

華
厳
演
義
鈔
』

を

注
釈

す
る
に

あ
た

り
、

何
回

も
推
敲
し

　
　

て

い

る

が
、

は

じ

め

は

「

見
聞
集
」

と

題
し、

定

稿
に

は

「

纂
釈
」

と

二

七
八

　
　
改
題
し
て

い

る
。

（

8
）

　
他
に

残
存
断
簡
が

な
い

か、

鋭
意
探
索
し
た
が

、

現
在
ま
で

発
見
で

　
　
き
な
い

。

（

9
）

　
「

裏
書
」

を
示

す
注

記
が

欠
落
し
て

い

る
。

（

10
）

　
い

ず
れ

も
東
大
寺
図

書
館
蔵
で

あ
る

。

（

11
）

　
智
照
の

『

心

要
洞
玄
記
』

は

『

心

要
』

を
注
釈
す
る

に

あ
た

り

「

大

　
　
分

為
三、

初
明
本
有、

二

明
修
生

、

三

明
本
修
無
二
」

と

す
る

が
、

湛

　
　
睿
の

『

心
要
纂
釈
』

は

「

大
分
為
四、

初
約
本
有
門、

二

約
修
生
門

、

　
　
三

約
二

門
不
二

、

四

結
勧
安
心
」

と
し

て

い

る
。

　

凡

　
例

一

各
葉
ご

と

右
上

に

枚
、

表
・

裏
を

注
記
し
た

。

一

改
行
は

原
文
の

と
お

り
と
し

た
。

一

虫
損
・

汚
損
な

ど
に

よ

り

不

明
の

部
分
は

口
［
　
凵
に

し

た
。

一

漢
字
は

組
版
の

都
合
上、

つ

ぎ
の

よ

う
に

改
め

た

も
の

以

外
は、

原
文
ど

お

り
に

し
た

。

　

充
↓
疏
　
　
丸

丸
↓
究
竟
　
　
芥
↓
菩
薩
　
　

余
↓
爾

　

炎

↓
涅
槃
　

花
ム

↓
花
厳
　

　

虫
↓
融
　

　

　

弓
↓
卷

　

芥
↓
菩
提
　
早
↓
畢

　
　
　
　

悔
↓
慢
　
　
　
几
↓
凡

一

本
文
廿
四

裏
の

囲
ん

だ

部
分
は

、

廿
七

表
の

○
印
の

所
に

入
る

こ

と
を
示

　

す
。

一

金
沢

文
庫
資
料
断
簡
（

湛
睿
自
筆
）

に

よ

り
校
訂
し
た

部
分
は

〔

〕

を

附
し

た
。

一

私
に

校
訂
し

た
部
分
は

（

）

を

附
し
た

。
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（

一

表
）

心

要

抄

物

湛
睿
の

『

心

要
纂
釈
』

に

つ

い

て

（

納
富
）

春
位
之

（

一

裏
）

（

二

表
）

（

二

裏
）

發
微
録
云

　
　
　
　
　
コ

ト
ハ

　

　

　

　

ヲ

　
ス

ル

ハ

　

ト

雖
者
縱

奪
之
辞

指
大
道一

為

本一

縱

　
　
　
　
サ

　
　ハ

　

モ

也
而
不

備
明一

下
奪
也
文

艦
眦
訳

（

異

筆
）

「

奉
施

入

　
　
万

田

村
福
寿
寺
常
住
」

　
　
心

要
纂
釈

　
至
道

將
欲
尺

此
心

要一

大
分
為
四
一

初
約
本
有

門
二

約

修
生
門
三

約
二

門
不
二

四

結
勧

安
心
一

初
中
有
三
一

初
惣
標
二

別
尺
三

結
門
今
初
也

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

ウ

問
此
之
二

句

云

何
惣
標
乎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ

答
皇
太
子
久

聞
老
莊
之
諸
語一

指

冥
黙
之
極
理

為
幽
玄
之
至

道一

故

今
牋
主
得
彼
所
間
而
答
云
至

道
本
乎
其
心

起
信
注
疏
上

云

花
厳
所

宗
雖
四

法
界
而
彼
疏
云

該
唯

一

眞
法
界
謂
寂
寥
虚
曠
中
深
包

バ
ク博

惣
該
万
有
即
是
一

心
云
≧

准

之
可

二

七

九
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（

三

表
）

湛
睿
の

『

心
要
纂
釈
』

に

つ

い

て

（

納
富
）

知
宗
鏡
録
云

諸
部
惣
句
有
為
無
為

染
淨
諸
法
界
皆
心

為
本
云

≧

問
至

道
者
如
何
答
至
者
眞
也
極
也

裏書
不

盡
言
等
周
易
十
翼
中
云

書
不

　
コ

ト

ヲ

盡
言
一

≧

不
盡
意
文

文
選
全

同

以
簡
請
文

有
人
云

俗
書
簡
者

ル
ワ

　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　

ケ
イ
呂

（

簡）
　
ナ

ウ

得

道一
云

也
論
語
云

居
解

行

ヲ

　
フ

ウ
シ

　

　

カ
ム
ハ

　
　
カ
ム

ノ

　
ノ

簡一

夫
子
之
簡

大
簡

簡
文

演
義
四
下

云

至

妙
霊
通
日

道
莊
子
云

　
　

　
　
　
ニ

　
　
　
　
　
　
　

ヲ

黄
帝
遇
廣
成
子凵

問
至

道一

廣
成

　
　

　
　
　
　
ロ

ウ

子
日

至

道
之
精
窈
≧

冥
≧

至

道

之
極
昏
≧

黙
≧
云
辷

礼
記
云
雖
有

至

道一

弗
学
不

知
其
善
云

≧

梵
網

経
云

孝
順
至

道
之
法
云
≧

至

道
之
言

　
　
　

　
　
　

　
　
　
ヲ

例

證
雖
多
皆
欲
至

理
玄
極一

之
相
也

裏　（
鑑
）

義
監
云

以
徳
宗
畏
子
立
為
東
宮
≧

≧

皇
太
子
帰
清
冷
○
皇

太
子

者

指
順

宗
在
東
宮
之
時

徳
宗
崩

後
皇
太
子

即
位
名
順

宗
文

（

三

裏
）

（

四

表
）

二

八

〇

問
諸
部
惣
句
皆
心

為
本
故
大
疏
廣

　
　

　
　
ワ

立
十
重
一

心一

而
今
所
言
心
者
何
心

乎

答
為

迸
此
監
次
下
句
云

心

法
本

乎
無
住
云
・

意
槿
少
所

談
之
心

者
並
是
有
依
有
住
也
所
以
云

何
且

如
唯
識
等
説
心

法
日

縁
生
既
有
所

依
託
何
無
住
以
為
諸
法
之
本
源
也

裏梵
綱
疏
第
一

云
至

道
法

者
謂
至

極

之

　
　
　
ノ

道
莫
先
此
法一

又
以
此
道’

能
至

於

　
　
ニ

　
　
　
　

ト

　
　
　
　
　
　
　

ヴ

　
ル

果
一

故
云

至

道一

此
即
道
能
至

也

　
　
　

　
　
　

ノ

謂
作
了
因
一

至
浬
槃
果一

又
作
生
因一

至

葺
口

提
果
一
云
モ

文

轟

禅
詮
上
云

今
性
相
二

宗
互
相
非
者

良
由
不

識
眞
心

毎
聞
心

字
將
謂

只

是
八

識
不

知
八

識
但
是
眞
心

上

隨
縁
之
義
故

馬
鳴
菩
薩
以
一

心

為

法
以
眞
如
生

滅
二

門
為
義
云
モ

然

則
彼
相
字
意
既
諍
本
博
相
依

住
義
又
是
眞
心

隨
縁
之
所
成
也
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（

四

裏
）

　
ノ
　
　

　
　
　

ノ

ごロ
　

　
　
　

　
　
　

ノ

　
　
　

　
　
　

　　
ト

唯
今
眞
心

為
二

門
惣
所
依一

而

自
已

躰

性
者
依
無
住
故
云
心

法
本

乎
無
住
矣

問
無
住
者
如
何
答
演
義
七

云

即
淨

名
第
二

推
善
不

善
之
本

故

経
云

　
　
　
ツ

レ

ワ
カ

善
不
善
孰

　
為
本
一

又
問
身
孰
為

本
答
日

欲
貪
為
本
又
問
欲
貪

孰
為
本一

答
日

虚
妄
分
別

為
本

O
又
問
顛
倒
想
孰
為
本
一

答
日

無

住
為
本
又

問
無
住
孰
為
本
答

日

無
住
則
無
本
文
殊
師
利
從
無
住

本
立
一

切
法
睿
公

尺
云

無
住
即
是
実

相
異
名
実
相
即
性
空
異
名
故
無

性
有
一

切
法
云

≧

起
信
疏
序
云

但
以

無
住
為
性
隨

派
分
岐
逐
迷
悟
而

昇
沈
任
因
縁
而

起
滅一
び
筆

　
　
ノ

　
ハ

一

云

此
性
雖
寂
寥
虚
曠
冲
深

　
ニ

ノ
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ナ
リ

ト

包
博

非
生
非

滅
不
垢
不

淨

　
然

　
　
　
　
　
　
二

’

　
ハ

　
　
ニ

（

中

脱
か
）

不
住
此
一

向
寂
滅

非
染
淨一

而
隨
彼
能
熏
成
一

切
法
一

隨
染
即

　
　
　
ス
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

ア
リ

九
相
生
滅
随
淨
一

即
三

乗
聖
道

　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ

皆
由

眞
如
以

無
住
一

為
其
種
性
「

湛
睿
の

『

心

要
纂
釈
』

に

つ

い

て

（

納
富
）

（

五

表
）

（

五

裏
）

亦
由
性
是
無
住
故

能
然
也
淨

名
云
從
無
住
本
立
一

切
O
非
同

　
（

宗
）

　
　
　
　

　
　
　

　
　
（

密
）

二

’

他
字
明
眞
如
躰
一

向
堅
蜜

猶
如

　
ノ

　
　
　
　
　

　

　

　

　

ヲ

玉

石
不
受
熏
習
一

不

能
隨
縁

但
説
頼
耶
為
染
淨
本
受
熏
持

種
也
云
ミ

准
此
等
尺

應
知
問
凡
云

心

者

　
　
　
ノ
　
　
　
　
ワ

縁

慮
積
集
知
境一
為
相
只

是

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ハ

有
為
生
滅
之
法
而
今
行
此
等一

別

立

無
住
眞
心

者
其
文
義
如
何
答

起
信
論
唯
是
一

心

故
名
眞
如
等
所

言
覚
義
者
等
又
自
性
清
淨
心
又
相

大
等
又
問
明
品
疏
抄

二

別
尺
亦
三

初
躰
徃
幽
玄
二

具
徳

無
際
三

離
過
清
淨
初
躰
性
幽
玄
者

裏自
至

道
至

能
廣
當
起
信
二

門
不
分

心

自
非
有
至

不

離
當
眞
如
門
自

迷
現
量
至

廓
徹
當
生
滅

門

於
初
中
一

有
二

自
初
至
寂
然
躰

包
含
下
徳
相
業
用

二

八
一
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湛
容
の

『

心

要
纂
釈
』

に

つ

い

て

（

納
富
）

起
信
注
疏
上

云

初
唯
→

心

為
本
須
即

花
厳
経
一

眞
法
界
然
花
厳
所
宗
雖

具
四

法
界
而
彼
疏
云

該

唯
一

眞
法

界
謂
寂
寥
虚
曠
冲
深
包
博

惣
該
万

有
即
是
一

心
雌

聡

躰
絶

有
無
相
非
生
滅
莫
窮
其
始
寧

見
中
邊
脚

妍
門

迷
之
則
生
死
無

（

六

表
）

窮
外
之
則
廓
爾
大
悟
蝉

滸
門

已

上

　

　
　

　

　

　
　

無
住
心

躰
霊
知
不

昧
性
相
寂
然
文

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
ト

　
　

　
　
ニ

ノ

　
　
　
ニ

　

　
　

問
答
只

惣
云

無
住

等一

但
遮

非
表一

請

　

　
　
示
其
躰
答
今
文
云

無
住
心

躰
霊

　

　
　

知
不

昧
等
文

問

無
住
即
是
実
相

　

　
　

異
名
実
相
一

即
是
性
空

異
名
云

ζ

　

　
　

故
知

無
住
躰
可

畢
竟
性
空
也
何

　

　
　
　

　
　
　
　
ヲ

　

　
　

還
存
霊
知
之
有一

乎
若
存
霊
知

　

　
　

之
有
則
不

可
成
畢

竟
性
空
之
義

　

　
　

如
何
答
禅
詮
下

云

空
字
以
諸
法

　

　
　

無
性
為
性一
≧

字
以

霊

明
常
住
不

　

　
　
　

　
ヲ

　

　
　

空
之
躰
一

為
性
云
≧

密
厳
経
疏
第
一

　

　
　
云

然
如
来
蔵
有
其
二

義
一

者
空

（

六

裏
）

（

七

表
）

義
離
性
相
故
二

者
不

空
義
具
過

恒
沙
功
徳
故
具
有
二

義
故
名
如
来

蔵
但
有
空
處
必
有
性

徳
無
有

但
空
無
功
徳
處
唯
除
二

人
所
得
人

空

但
空
無
徳
大
乗
所
存
如
来
蔵

者
即
不

如
是
云
≧

何
况

起
信
論
云

如
実
空
以

能
究
竟
顕
実
云
≧

准
之

可

知
禅
詮
上
云

問
既
云

性
自
了
≧

常
知
何
須
諸
仏
開
示
答
此
言
知

者
不
是
證

知
意
説
眞
性
不
同
虚
空

木
石

故
云

知
也

非
如
縁
境
分
別

之

識
非
如
照
躰
了
達
之
智
直
是

眞
如
之
性
自
然
常
知
故

馬
鳴

　
　
　
（

如
脱
か）

菩
薩
云

眞
者
自
躰
眞
実
識
知
花
厳
廻

向
品
亦
云

眞
如
以
照
明

為
性
云
≧

故
知

上

云

無
住
正

簡
於
相
宗
今
云

霊
知

且

別
於
空

宗
欲
即
此
霊

知
之
心
正

是

達
磨
所

傳
之
妙
心

也

故
傳
燈

云

達
磨
大
師
示
二

祖

云

淨
智
妙

明
躰
自
空

寂
云
≧

又
云

空

寂
躰

上
自
有
本
智
能
知
云

ζ

宗
鏡
云

二

八
二
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（

七
裏
）

（

八

表
〉

達
磨
所
傳
妙
心

不

出

知
之
一

字

云

辷

近
世
霊
源
禅
云
此
宗
旨

号
正
法
眼
蔵
涅
槃
妙
心
老
乃

凡

聖
共
有
之
霊
知
也
去

≧

問
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

所
言
知
者
尚
是
属
用

前
克
而

論
其
心
躰
者

如
何

答
即

今
文
云

性
相
寂
然
云
売

問
今
所
言
性
相
者

如
何
答
願
鈔

云
若
相
若
性
皆
員
性
尚
常

偏
者
上

句
性
字
是
諸
法
無
性
之

性
下
句
性
字
是
本

覚
之
性
上

句

性
相
≧

樹
但
明
眞
俗
二

諦
下
句

眞
性
即
第
一

義
諦
故
攝
性
相

全
同
眞
性
而
常
偏
也
如
鏡
攝

影
及

空
全
同
明
也
云

・

准
之
可
知

問
若
准
此
尺
り

裏霊
知

不

昧
事

問
何
只
不
云

知

而

霊
知
乎

　
　
　
　
　
　
　
ソ

円
覚
略
抄
第
一

上

尺
心
也
者
中
霊
○

湛
睿
の

『

心

要
纂
釈
』

に
つ

い

て

（

納
富
）

（

八

裏
V

霊
明
之
疏
文
云

霊
明

者
若
但
云
明
一

未
揀
日

月
之
類
故
云
霊
也
意
云

　
　
　
　
　
　
を
ノ

心

之
明
老
在
無
法

不

知
而
無
分

　
　
ト
ノ

別
無
法

不

現
一

而
無
差
別
囀

幽
霊

　
き

ノ

漁
暇

聖

寂
然
洞
然
故一
瓜

曇
皿

明一
文

裏霊
知
不

昧
性
相
寂
然
事

問
性
相
寂
然
之
言
為
属
上
句

為
属

下
句

答
一

義
云

略
抄
一

上

云

釈
心
寂

　
　
　
　
　
　
カ

　
　
　
バ

　
　
　

カ

而
知
老
云

寂
是
知
寂
知
是
寂

知
寂
是
知
之
自
徃
躰
知
是
寂

之
自
性

用
故
清
冷
大
師
答
順

宗
皇
帝
心

要
云

霊
知
不
昧
性

相
寂
然
又
云

以

知
寂
不

二

〇

中
道
文

問
四

種
心

中
何
乎

禅
源
詮
上
云

汎
言
心
一

老
略
有
四

種「

梵

語
各
別
也
翻
訳

亦
殊
一

維
利

随

　
　
　
　
　
ひ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ナ
リ

耶
此
云

肉
團
心

此
是
身
中
五

蔵

〇
二

縁
慮
心

此
是
八

識
倶
能
縁
慮

　
　
ワ

自

分
境一
故
〇

三

質
多
耶
此
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

集
起
心

唯
第
八

識
也
積
集
種
子一

二

八

三
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（

九
表
）

（

九
裏
）

湛
睿
の

『

心

要
纂
釈
』

に

つ

い

て

（

納
富
）

　
　
　
　
ヲ
　
　

　
　
　
　
　
　
カ

生

起
現
行一

故
〇

四

乾
栗
随
耶

　
ニ

ハ

　
　
　
　
　
　

　

ト

此

云

堅

実
心
一

亦
云
貞
実
心
一

此
是

眞
心
也
第
四

心

也

裏
　
寂
然
事

略
抄
一

上

云

寂
者

是
実
躰
堅

固
常

定
不

喧
動
不

及
異
之
義
経

云
一

切
空

寂
法
是
寂
不

空
若
無
眞
心

之

躰

説

何
物
寂
何
物
不

及
耶
文

　包

含
徳
用
該
攝
内
外
能
深
能
廣
文

演
義
一

上

云

清
淨
法
界
杏
≧

冥
≧

以
為

能
含
恒
沙
性
徳
微
妙
相
大

以
為
所

　
　
　
　
　
　
　
　
ト

ノ

含
云
≧

意
云
心

躰
寂
然

富
有
万

ヲ徳一

而
其
躰
尚
深

贋
無
際
限
故

演

義
次
下
文
云

相
依

口
性
≧

無
不

包

故

稱
為
含
性
躰
無
外
相
徳

有
名

、

、

，、

之
数
不

能
遍
無
外
之
躰
故
云

≧

故
云

包
含
徳
用
乃

至
能
深

能
廣一

也

大
疏
云

即
用
而
眞
故
甚
深
用
者

涯
畔
故
廣
大
齠

言
徳
用
者
演
義

三

云

徳
用
者
即
徳

相

業
用
蝉

覚

（

十
表
）

鈔
一

上

云

徳
即
相
大
用
即
用
大
記

又
云
一

切
諸
法
草
不
一

盡

是
性
之
徳

相
性
之
業
用一

如
金
之

器
≧

皆

金
一

如
鏡
像
≧

≧

皆
鏡
故
坦

内
外

者
演
義
仁
一

眞
法
界
本
無
内
外
勤

義
分
心

境
云
≧

准
此
尺
者
能
反
之
心

為
内
所
反
之
境
名
外一

是
則
縁
起

心

境
以
所
攝
本
覚
眞
智
以

為
能

攝
又
從
初
至

此
已

明
一

心

即
具
三

大
性
相
倶
融
則
是
円

教
一

眞
法

界
故
長
水
云
即
花
厳
経
一

眞
法

界
但
彼
以
性
相
倶
融
名
為
法
界

き

三

離
過
清
淨

裏義
鑑
云

言
該
攝
内
外
者
此
一

心
法
在

内
不

隠

在
外
不

顕
兼
含
内
顕
其

相
貌
内

謂
六

根
外
謂
六

境
内
是
自

所
具
法
外
是
他
所
具

法
如
是
内
外

所
約

極

多
皆
是
心

法
所
該
所
攝
文

　非
有
非
空
不
生
不

滅
無
終
無
始
文

義
抄
一

上
云
理
円
言
偏
言
生
理
喪
法

二

八

四
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（

十
裏
）

（

＝

表
）

無
想
相

思
則
乱
生
云

≧

准
而
言

之

　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　

ヲ

上

明
眞
心
之
躰
性

深
廣

包
含
徳
用一

　
ノ

　
　

　

　

ヲ

該
攝
内
外一

非
言

思
之
境
界

　
　
　
　
　
　
　
ヲ

故
今
百

非
息
其
攀
縁一
四

句

絶

ノ

　

　
　

　

ワ

其
増
減
一

也

於
中

非
有
無
者
遮

　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

四

謗
不

生
滅
者
離
四

相
一

無
終
始

　
　
　
ヲ

者
絶
三

際
一

也

言

非
有
非
無
者
大

疏
云

欲
言
其
有一

同
如
一

絶
相
欲

言

其
無一

幽
霊
不

謁
云
≧

又
非
有
者

遮
法
相

宗
唯
有
識
故
言

非
無

者
遮

無
相
宗
心

境
倶
空
此
並
偏

執
未
既

断
常
故

今
遮
之
一

既

　
　
　
　
ヲ

遮

偏
有
偏
無一

其
躰
能
有

能

無
也

即
眞
之
有
是
法
相
宗
即

有
之
眞
是
無
相

宗

偏
執
故
共

　
　
　
　
　
雙

融
即

故

得

今
發

遮
者
為
雙
取
之
兩

不

相
離
方
成
無
尋

之
眞
心

矣
次
≧

不

生

不

滅
者
起
信
疏
上

云

隨
妄
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ

ン

生
約
治
不

滅
又
修
起
不

生

處
染
一

不

滅
云

≧

義
抄
十
上
云

然
無
生
多
義

湛
睿
の

『

心

要
纂
釈
』

に

つ

い

て

（

納
富
）

（

±

裏
）

略
有
二

義
一

事
無
生
縁
生

之
相

即
無
生
故
二

理
無
生
円
成
実
躰

本
不

生
故
云
ミ

無
滅
之
義
准
此
應
知

次
云

無
終
無
始
者
絶
三

際
也
問
筆

云

非
生
故

無
始
非
滅
故

無
終
云
≧

義
云

或
説
眞
性
無
始
無
終
性
無

生
滅
故
恒
沙
性
徳
依
躰
説

相
亦

無
始
終
云
≒

准
此

等
尺
已
云

非
生

非
滅
今
云
無
始
無
終一

全
是
一

義
未

必
別

義
欲
如
何
答
名
義
無
定

故
隨
便
尺
且

如
起
信
疏
上

云
報
化

二

身
眞
如
大
用
無
始
無
終
相
續
不

断
云

≧

又
云

如
来
一

念
遍
應
三

世
所
應

無
始
故

能
應
則
無
始
猶
如
一

念
円

智
遍
達
無
邊
三

世
之

境
≧

無
邊

故

智
亦
無
邊
≧

≧

之
智
所

現
之

相
故
得
無
始
亦
能
無
終
云
≧

此
尺

　
　
　
　
ニ

無
諍
約
三

世
一

尺

之
不

可
定

執
矣

　

第
三

結
門

裏覚
抄
一

上
云

知
者
謂
躰
自
知
覚
眼
≧

二

八

五
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（

＋
嵩

表
）

（

中
二

轟
V

湛
睿
の

『

心
要
纂
釈
』

に

つ

い

て

　
　
カ

ラ

不

昧閑

棄
之
不

得榊

取
之
不
得

（

納
富
）

是
當
躰
来
顕
義
非
分
別
比
量

義
一

裏

　
非
無
別
事

　
　
　
　
　
ハ

　
　
　

　
　
　
　
　
ヲ

　
　ハ

抄
十
一

上
云
非
即
非
其
自
躰
胛

無

　
　
　
　
ワ
　
　
　

ト
　
ト

ノ
　
　
　
ハ

　
ッ

即
乃
是
無
他
皿

故
非
無

二

雷

理

則
懸
隔
文

　求
之
而
不

得
棄
之
而
不

離
文

　
ス

ル

　
　
　
ワ

　
ス

ト

　
ヲ

問
科

自
下
結

門一

其
意
如
何

　
　
　
　
ノ

答
三

大
法
爾
本

来
自
有
也
非
作

故
有
轍

是
名
本

有
其
三

大
者
不

　
　
ム

可

外
求一

即
自
己

之
既
心
是
也

故
云

求
之
不

得一

亦
愛

棄
之

不

離一

　
　
　
ハ

　

テ

於
中
初
句
出
文
殊
般
若
及
起
儒

論
也

故
彼
経
云

仏
告
文
殊
汝
於
仏

ニ法一

蚩
不

趣
求
文
殊
言
世
尊
我
今

不

見
有
法
雰
仏
法騨

者
何
所
趣
求
嚢

ミ

起
信

論
羈

心

無
形
相
十
方
求
之
終
不

可
得
云

鳶

筆
ゑ
此
意
顕

異
權
宗

厭
説
仏
果
無
漏
功
徳
豊
是
修
生

今
此

論
宗
倶
鄒
修
顕
本
自
故
金
銀
生

　
　
　
　
　
　
　
　ハ
　

　
　
　
　
　
　

エ

鱇
可
以
喩
之

3
次
句
見
思
益
経
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

五

脱
）

故
義
少
七

蒸

即
彼
経
第
一

時

有
菖
比

丘

聞
説
法一

從
座囀

宏
等

網
明
菩
薩
令

思
益
梵
天
一

為
作
方
便
黛

≧

梵
天

言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ

善
天
言
善
男
子
縱
使
令
表

至
恒
河
沙
劫
不

能
得
繊
如
是
法
門一

臀
如
癡
人
畏
如
虚
空
捨
空

而

（

嚢
）

縫
攀
築
欝
空

髭
諸

　
　
　
塊
丘

亦
復
如
是
雖
復
遠
去
不

出

　
　
　
空
相｝

不

出
無
相
去

辷

雖
語
借
之
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

　
　
　
意
異
彼
謂
彼
明
不

出
空
相
“

今

　
　
　

弁
不

離
旗
心
一

應
知
聞
如
上

非
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

　
　
　
非
無
等
云

遮
四

句
等
搆
執
一

今
此
ニ

　
　
　
　
　
　
　

シ

ヤ
ウ

　
　
　
句
遮
取
捨
之
情

執
也

何
科
結
門

　
　
　
耶
答
普
賢
三

昧
品
疏

　
　
　
大
文
第
二

約
修
生
門
二

初
略
叙
二

廣

　
　
　
述
初
中
亦
二

初
挙
顕
悟

　
　
　

な
　
　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　ハ

　
　
　
迷
現
量
一

則
惑
苦
紛
然
僊
翼
性一

財
空

　
　
　
明
廓
徹
文

　
　
　
略
策
致

迷
因

無
明
横
起
似
執
東

二

八

六
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（

士昌
裏
）

（

茜
表
）

為
西
悟
稱
眞
理

而

生

如
東
本
不

易
云

二

言

現
量

者
汎
論
有
三
一

老

慈
恩
云
離
名
相
等
所

有
分
別
現

≧

別

轉
故
名
現
量
云

≧

是
三

量

中
之
現
量
也
二

者
慈
行
云
現
量

境

界
者
現
今
分
別

量
度
之
心

所
縁一

境
界
非
彼
三

量

中
現
量
心

也
云
≧

此
上
二

義
苦
約
心

説
而

属
現
量

次

　
　
ニ

通
三

量一

欲
三

者
貞
元
疏
四

云

自
心

現
量
者
不

同
三

量
眞

現
量
也
謂

不

了
万
境
皆
自
心

現
如
心
分
量
云

≧

楞
伽
経
云

如
愚
不

了
縄
妄
取
以
為

蚫
不

了

自
心

現
妄
分
別
外
境
云
≧

此

等
並
是
約
境
以
説
而
今
文
當
第

三

義
矣
惑
苦
紛
然
老
眞
心

如
境
標
而

顕
現
不

知
眞
心

現
故
斗
為
外
境
既
是

心

外
故
雖
違
順

境
生
愛
恚

念
由
此
妄

　
　
　
　
　
　
　
ヲ

　
　
　
　
タ
ル

念
造
善
悪
受
苦
示

報一

眠
≧

生
死

而
不

能
脱
皆
由
横
起
根
本
無
明
故
云

爾
也

紛
然
者

交
乱
貌
也

謂
習
因
習

果
不

断
交
雑
不

弁
始
終
故

湛
睿
の

『

心
要

纂
釈
』

に

つ

い

て

（

納
富
）

（

西
裏
）

　
　
　
　
　
ワ

言
空
明
者
挙
喩一

顕
法
演
義
云
日

光

　
ニ

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
ニ

合
空
一

無
際
智
符
実
相
一

稱
実
無

邊
云

≧

廓
徹
者
願
鈔
云

廓
謂
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

廓
徹
者
交
徹
云

≧

意
云
二

隔
本
明
修一

裏
　
現
量
事

貞一
兀

経
第
六
辮

脱一
ム

盖
口

男
子
一

切
凡

愚
迷
仏
方
便
執
有
三

乗
不
了
三

界
由
心

起
不

知
三

世
一

切
仏
法
自
心

現
量
等
文

同
疏
第
四

云

言
不

了
三

界
由
心

所
起
者

此
當
弁
迷
六

地

経
云
三

界
所
有
皆

一

心
作
七

卷
経
云

彼
愚
癡
人
執
有
三

乗
不

説
唯
心

也
有
境
界
不
知
三

世

一

切
仏
法
自
心

現
量
者
尺
上

不

了
三

界
所
以
≧

不
能
知
唯
心

教
故
七

卷

経
云

彼
人
不

知
去
来
現
在
諸
仏
所

説
自
心

境
界
言
自
心

現
量
者
不
同
三

量
眞
現
量
也
謂
不

了
滅
見
外
五

塵

執
為

実
有
下
示
不

了

知
心

現

量

義
不

知
心

現
謂
有

実
故
同

於

翳
眼
取
外
空
花
若
知
唯
心

三
一

倶
遣
下
影
過
患

　
裏

二

八

七
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湛
睿
の

『

心

要
纂
釈
』

に

つ

い

て

（

納
富
）

・　　　　　 蝿

写真  　湛睿筆 『心要纂釈』断簡 （表）

（

豈
表
）

（

畫

裏
）

二

八

八

　雖
即
心

即

仏
唯
證
者
方
知
文

　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　

　

ナ

ヲ
ハ

問
三

大
法
爾

霊
知
本
有

　
老
何
故
有
迷

方
悟
修
乎
故
今
通
云
如
是
法
理

唯
證

方
知
意
云

前
言

知
者
不

是
證

知
只

是
本

覚
之
霊
源
也

亦
是
性
徳
素
法

身
也
而
此
霊
知
之
心
即
与
諸
仏
無
分

毫
異一

雖
然
若
不

證
者
爭
知
之
乎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
テ

故
須
信
解
眞
正

万

行
斉
修
瑩

　
　
　
　
ワ
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　ノ

摸
内
之
金
容一

剖
塵
中
之
経
巻一

輪
廻
夢
覚
智
恵
花

開
故

義
抄

云

雖
有
此
性
若
無

観
智
不

能
成

果
今
由
観
智
令
成
彼
果
云

ヒ

此
之
意

也
二

塵
迷
有
三

初
斥
偏
解一
二

示

悟

修
三

明
證

入

即
願
抄
云

從
凡
至

聖

不

過
信
解
行
證
云

・

初
中
亦
二

初
斥

有
見
也

　然
有
證一

有
知一

則
恵
日

沈
没
於
有
地
一
文

然
歟

若
老
爾
雅
疏
云

不
定
之
言
云
≧

有
難

　
　
　
　
　
　
ヨ

　

リ
　
　

ノ

　
キ
　
　
　
　

ス

云

若
許
證
知
則
実
有
法
可

證
知噌

乎
故

今
通
云

眞
智
正
證

之
時
都
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（

土

衾
）

無
所

得
何
実
有
法
可
證
知
乎
故

綱
要
上
尺
智
契
理
有
五

重
中

第
三

能
所
倶
泯
義
云

諸
部
般
若

説
無
得
無
證
以
無
得
故
心

無
里
尋

仏
得
菩
提
若
有
得
有
證
於
仏
法

中
為
増
上

慢
云

≧

仏
頂
経
云

知

　
　
ヲ

見
立

知
一

即

無
明
本
知
見
無
見

期
即
涅
槃
云

≧

宗
鏡
云
或
立

知

而

存
所
知
或
言
有
證
而
背
天

眞
云
ミ

今
且

情
知
名
知一

眞
證
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　ニ

證
准
彼
起
信
論
尺

證
發
心
一

之
義一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

リ

可
知
之

恵
日

与
有
地

法
喩
交
挙

恵
与
有一

者
法
日

与
地
一

者
喩
故
謂
朗

然
妙
恵
明
如
日

照
一

有
所
得
心

堅

実
如
地
故
云

爾

也

沈
没
猶
淪

溺
矣
二

斥
空
見

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

ス

若
無
照
無
悟
則
昏
雲
掩
蔽
於
空

門
文

　
　
　
　
　
　
　
ニ

宗
鏡
云

或
迷
於
幻

躰一
云
立

空
無

　
り

之
宗一

或
滞
理
溺
無
為

沈
云
≧

　
　
　
　
ワ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

問
若
存
照
知一

即
没
有
地
一

故

知
無

　〔
無
脱
〕

照
悟
不

可
有
其
過一

何
非
之
耶
答

湛
睿
の

『

心
要
纂
釈
』

に

つ

い

て

（

納
富
）

（

宍
裏
）

（

志
表
）

円

覚
経

威
徳
章
云
無
知
覚
明

不

依
諸
礙
云
モ

同
略
疏
繍

云

身
觸

為
覚一

心
縁
日

知
一
勁

然
此
霊
心

上

而

無
頂一

下
而

無
底
傍
無
邊
際一

中

無
在
處
一

既
無
當
中
一

何
有
東

西
上
下
一

欲
言
空
寂
不
似
大
虚

欲

言
相
用

不

從
縁
起一

欲
言
知
見一

異

　
　
ヨ

於

分
別
一

欲
言

頑
礙
一

異
於

木
石一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ニ

欲
言
其
覚一
不

同

醒
悟
之
初一

欲
言

其
明一

不
同
日

月

之
類一
故

諸
経
教

　
　
　
　
一一
〔

呵
〕

’

　
　

　
卜

於
寂
静
空
無一

可

為

邪
小一

於
知

見
明
覚一

互

泯
互

存
各
有
深
意
噌

　
　
　
　
　
　
　
　
〔

字〕

今
此
欲
入

観
門一

恐
知
宗
引
分
別

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

念一
故
宣
但
明
也
云

聖

昏
雲
但
是
喩
也

　
　
　
　
　
　
　
　
（

蕩
）

空
門
法
喩
並
挙
謂
莽
湯
空
是

　
　
　
コ

　
　
　
　

ノ

　
　
　

ヲ

迷
乱
眞
理
’

猶
雲
覆
空一

而
云

門

老
眞
空
之
理

聖

智
通
故
云

門

中
論
云

空
是
大
乗
初

門
云
≧

慈
恩

云
空
為

門
故
入

於
眞
性
云
≧

第
二

示

悟
修一

有
二

初
略
示
二

委

二

八

九
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（

＋

七

裏
）

湛
睿
の

『

心

要
纂
釈
』

に

つ

い

て

（

納
富
）

示
初
中
亦
二

初
稱
実
悟
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

若
一

念
不

生
則
前
後
際
断
照
躰

獨
立

　
　
　
ナ
リ

物
我
皆
如

文

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

覚
鈔
仁

引
此
二

句

注
上

句
云

即

頓

修
也
注
下
句
云

即

頓
悟
也
即

續
引
荷
澤
云
一

切
善
悪
都
莫

思
量一

言
下
自
絶
念
相
鵬

正

無
念
相

心

巳
自
知
齲
云
≧

問
有
人
云

若
依

　
ノ

　
あ

尺

論
鈔一

則
信
解
眞
正
之
行
相

之
故
彼
鈔
云

清
冷
云

夫
欲
運
心

修
行
先
須
信
解
眞
正
一

信
解
不

正

所
修
一

切
皆
邪
縱
使
精
勤
從

為
勞
苦
今
則
頓
信
本

有

眞
界
本
無
≧

明
生
死
本

明
涅
槃

本
成
彌
満
清
淨
中
不

容
他一
照

躰
獨
立
擬
心

即

差
一

念
不

生
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ

後
際
断
名
為
眞
正
曇
≧

但
見
此
鈔

ワ尺
一

信
解
与
修
行
相
樹
而

明
大
分

為
三

初
二

句
惣
標
次
信
解
不
正

下

反

（

＋

（

表
）

明
三

今
則
下
須
尺
於
中
初
五
句

尺

（

＋

八

裏
）

　
　
　
　
　
　

ニ

　

　
　
ト

モ
ニ

信
解
眞
正
云

≧

翻
前
不

正

二
言

彌

”
ス

　

　
ハ

　
　

　
　

　
　

　

ヲ

　

　
　

ノ

　

　

ト
モ

ニ

満一

下
尺

修
行
厦
正
闥

翻
前
皆
邪一

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

ハ

故
知
此
尺
不

可
違
覚
鈔
一

也

言
一

念

不

生一

者
演
義
三

上

云

非
但
生
於
餘

心
一

縱
生
菩
提
涅
槃一

観
心

見
性
亦

日

生

心一

並
為

妄
想一

念
都
盡

方
日

不

生
云
戔

大
疏
云

問
有
問
言

夫
妙
行

者
縱
唯
無
念一

今
見
善一

見
悪一
礙

離一

願
成
疲
役
身
心

豈

當
為

道一

答
若
斯
見
者
離
念
求
於

無
念
一

尚
未
得
於
眞
無

念一
也
况
念

無
念
之
無
尋

耶
又
無
念
但
是

行
之
一

也

豈
成
一

念
頓
円
如
上

所
明
一

也
行
学
之
者
願

善
當
心
云

ミ

言
前
後
際
断

老

裏
一

念
不
生

前

後
際
断
文

貞
元
疏
二

云

若
云

頓
悟
頓
此
通
三

義
若
先
悟
後
修
謂
廓
然
頓

了
名
之
為
悟
不

者
不

證
不

収
不

攝
曠
然
合

道
名
之
為
修
此
則
解

二

九
〇
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（

＋

九

表
）

（

＋

九

裏
）

悟
以
定
為

門
亦
猶
不

拂
不

瑩

而
鏡
自
明
若
≧

先
修

後
悟
謂
依

前
而
修
忽

見
心

性
名
之
為
悟
此
為

冂

凵
證

悟

則
修
如
眼
藥
悟
如

口
病
除
若
云

修
悟
一

時
謂
无
心

立

照
任
運
寂
知
則
定
恵
雙
運
如

明
鏡
无
心

頓
照
万

像
則
悟

通
解

證
若
云
本

具
一

切
法
名
之

為
頓

一

念
具
足
十

度
万
行
名
之
為

修
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ

ン

修
如
飲

大
海
水
悟
如
得
百

川

味
亦
通
解
證
文

禅
源
詮
下
云

有
云
頓
悟
頓
修

　
ヘ

　

ク

者
此
説
上
≧

智
根
性
齦
甜

樂
欲

　
　
ニ

　
テ

　
　

　
　
　
　

テ

　
テ

鰍
嫐

倶
勝
一

聞
千
悟
得
大
惣
持

　
　
　
　
　
　
　
ナ

ル
ヲ

　
　
ノ

惹

歪
覆
際
断

讌

囓

　
　

ニ

　

　

　

　

　
ハ

　

レ

　

　
　

　

　

　

ニ

　

モ
ト
ヲ

リ

万
修
頓
断
修
徳
如
染
一

鋲
絲
一

万

條
頓
色

　

ノ

　

　

ハ

　
　

ノ

　
ヲ

　
　
ム

　
　

　
　
　
セ

荷
澤
云

見
無
念
躰一
不

逐
物
一

生一

又

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
ノ
　
　
　
ハ

艶
隠
→
躰
灘

鞭
八

万
波

羅

此

人
三

業

　
　
　
　
　
　
　
　ハ
　
ナ

リ

唯
獨
自
明
了
也
餘
人
所

不
見一
髄

　
　
　
　
　
　
　
　
　ニ

三

昧
云

空
心

不
動

具
波

羅
蜜一
法

花
説
父

母

所

湛
睿
の

『

心

要
纂
釈
』

に

つ

い

て

（

納
富
）

（

廿

表
）

　
　
　
　
　
ワ

生

眼

耳
徹

見
三

千
界嘘
等
也

ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヘ

　

ヲ
　
　
　
　
　
ツ

且

就
裏
跡一

而
言

之一

如
牛
頭
融

　
　
　
　
ヒ

ノ

ニ

リ

　

シ

テ

大
師
一

之
類
也

此

門
有
二

意
一

若
因

悟一

而
修
即
是
解

悟
若
因
修
一

而

悟
即

是
證
悟
文

長
水
云

眞
性
明
了

教
理
倶
成
何
言

無
照
文

無
照
指
本

覚
之
霊
照
無

悟
是
始
覚
之
證
悟
裏

　言
照
躰

等
者
文

覚
鈔
云

照
躰
躅
立

者
是
生
公

詞
云

≧

又
云

照
躰
是
非

一

気
云
≧

同

疏
尺
云

物
是
外
物
我
是

已

身
云

≧

言

皆
如
者
覚
鈔
云

　
二

證
理

盡
性

　直
至

心

源
無
智
無
得一

不
取一

不

捨一

無

樹
無
修
無
證
無
悟
文

長
水
云

心

源
即

無
相
眞
理
也

契
此
理

故

名
無
生
忍
即
根
本
智
也
云
ヒ

問
直
至

者
意
如
何
答
大
疏
云

有

作
之
修
多
劫
縁
成
敗
壞
無
心

躰
極
一

念
契
仏
家
云

≧

異
也

于
迂

ノ

　
　
　
ノ

　
ル
ニ
　
　
　
　
　

ノ
　
　
　

ヲ

廻
修
證
歴

於
漸
次
階
級
一

速

二

九
一
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（

廿

裏
）

湛
睿
の

『

心
要
纂
釈
』

に

つ

い

て

（

納
富
）

窮
理
極
故
云

直
至
一

言
心

源
者
覚

略
鈔
第
六
下

云

円

覚
妙
心

是
諸

　
　
　
　
　
　
　
ナ

ル

ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
セ

法

之
源
也
心

即

是
源

　
名
為
心

源
一

　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ

亦

可

心
是
能
断
所
断
染
淨

　
　
ハ

　
　

　
　
　

　
　
ナ
ル

　

　
　
　
レ

心

也
源
即
覚
性
眞
心

此
則
是

心

之
源
名
為
心

源一

前
持
業
尺

ハ

　
　
　
　
　

　
　
　
　

セ
リ

後
依
主
尺
二

意
皆
通

云
≧

自
下
明
契
會
玄
理

則
迹
喪
口

也
於

中
有
四

封

二

境
智
能
所

饗

　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

也
心

経
略
疏
云

彼
知
空
一

智
亦
不

可
得
故
云

無
智
即

此
所
知

空
理

亦
不

可
得
故
云

無
得
云
≧

言
不
取

不

捨
者
二

取
捨
分
別
對
也

円

覚

経
云
無
取
無
捨
云
モ

同
疏
云

所
證

之

　
　
　
ヲ

　
　
　

ヲ

　
　
　
　
　

　
　
　
ヲ

境
非
得
眞一

告
妄噌

捨
麁一

取
妙

（

竺

表
）

云
≧

言

無
對
無
修
者
三

解
悟
修

彿
リ

對

　
　
　
以
無
對
是
解
悟
智
故
無
修
知
円
覚

　
　
　
経
普
眼
章
法
界
観
初
諸
拂
迹
入

　
　
　
玄
之
相
垢
盡

封
除
云

≧

同
疏
尺
云

所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

ル

　

ニ

　
　
　
離
之
垢
既
無
也

對

離一
之
智

何
立
云
≧

（

竺

裏
）

准
之
可

知
言

無
證
無
悟
者
日

有
本

云

但
有
三

對
闕
無
樹
与
無
悟
之

　
　
　
　
　
ロ

ク

四

字
一

又

傳
燈
録
載
此
心

要一

而
闕

　
　
　
　
　
　
ワ

無
證
無
悟
之
四

字
一

裏
　
直
造
心

源
等

事

一

義
云

前
方
便
観
也
自

下

根
本
観
云
≧

一

義
云
上

来
稱
実
悟
修

也

自
下
拂

迹
入

玄
也

一

義
云

上

来
観
行
円
妙
也
自
下
稱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

実
同
仏
也

故
円
覚
経
普
眼
章
上

　
　
　
　
ヲ
　
　
チ

説
観
行
成
就一

了
次
明

頓
同
仏
暁一

中
有
用

心
同
見
境
同
稱
実
同
之
三

科一

其
第
三

稱
滅
同
科
疏
三

稱

実
同

稱
法
界
眞
実
性
故
文

経
云

其
所
證
者
無
得
無
失
無
取
無
捨

其
能
證
者
無
作
無
止

無
住
無
滅
文

同
略
疏
注
所
證
之
境
非
得
眞一

失
妄一

捨
麁
取
妙
文

注
能
證
云

能

證
之

心

都
無
分
別
離
於
四

病
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

又
同

章
説
法
界
観一

其
拂
迹
入

玄

経

云

垢
盡
樹
除
即

無

對
垢
及

二

九
二
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（

茸

袤
）

（

廿
二

裏
）

説
名
者
文

同
注
疏
云

所

離
之
垢
既

レ

ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ

　
ハ

無

對
離
之
智
何
無
○

樹
垢
者
菩
薩

　
　
　
ノ
ハ

也
説
明
者

仏
也
既
無
寸
治
之

智
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

有
起
智
之
人一

淺
深
之
執
本
無
何

有
説
教
之
者一

故
倶
無
也
寸
機
之

仏
亦
不

可
得
方
見
法
事一
≧

≧

説

ノ経
義
在
斯
矣
准
此
等
尺
一

今
云

無
智

　
　
　
　
　
　
ヲ

無
得
者
雙
泯
能
所一

不

取
不

捨
者

　
　
　
　
　
　
ス

　
ハ

別
證
之
境一

無
寸
下

別
明
能
證

之

　
　
ニ

智
就
中
一

　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
ハ

一

義
云

上

来
明
観
行一
自
下
結
成
也

故
円
覚
経
普
眼
章
先
説
観
行
成

ヲ就
一

次
明
頓
同
仏
境一

中
説
見
境
同

云

修
習
此
心

得
成
就
者
於

此
無
修
亦

無
成

就
文

注
疏
云

近
結
入
境
安
心
一

遠
結
観

行
成
就
○

若
不

泯

之
一

則

雖
無
憎
毀
尚
見
持
毀
等
故
須
泯

之
方
同

仏
見
文

　
裏

裏
　
問
此
云

證
者
指
仏
果
欲
答
一

義
云

覚
鈔
云

此
中
言
證
云

二

義
云

演
義

湛
睿
の

『

心
要
纂
釈
』

に

つ

い

て

（

納
富
）

（

廿

菖

表
）

（

茎
裏
）

云

今
言

修
證
者
以

五

位
通
修
故
名

為
修
仏
方
究
竟
故
名
為
證
云
≧

唯
下

廣
述
前
二

門
不
二

科

第
二

廣
述
有
二

初
示

悟
二

示

修
初
中

迹
二

初

案
定
法
理
裏

　然
迷
悟
更
文

然
者
覚
苑
云

隔

前
起
後
之
相
云
辷

口
隔
前
略
起

後

廣
也

裏

疏
三

上

云

彼
此
同

許
以
為
案
定
文

裏

問
科
云

案
定
者
如
何
答
疏
三

上
云

彼
此
同

許
以
為
案
定
云
≧

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　

　

　

　

ヲ

問
何
以

此
等
文
科
案
定
法
理
一

開
示

　
ワ

悟
相
等
耶
答
行
願
疏
序
云

指
其
源
也

情
塵
有
経
智
海
無

外一

妄
惑
非
取
一

重
玄
不

空
云
≧

同
證

＝
云

本

源
深
妙
三
二

標
指
其

　
　
　
　
　
　
　
カ
　
ム

ト
　
　
　
ワ

源
指
其
源
也
者
謂
欲
明

功
用一

故
先

ス

ル

　
　
　

ワ
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
ス

標

其
源一

也
二

正
明
深

妙
六
一

融

　
ワ

情
智一

情
塵
有
経
者
経
有
二

義

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

一

約
喩一

二

約
法
喩
即
塵
含
大

二

九
三
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（

甚
表
）

湛
睿
の

『

心
要
纂
釈
』

に

つ

い

て

（

納
富
）

　
　
　
ヲ

千
経
卷
〇
二

約
法
者
経
是
常
義

　
ノ

　
ハ
　
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
ヲ

今
意
明
情
塵
生
滅
之

念
以
智

　
ス

ニ

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

　
ナ

ル
コ

トせ
ノ

　

　

　

　

　

フ

ハ

推

之一

躰
即
眞
常
上

　

故
次
句
云

　
　
　
　ニ
　
　
　
　
　
　
　

ス

　
ニ

　
　
ハ

智
海
無
外
一

若
情
塵
非
常一

者

　
　
　
　
ム

　
　

　
　

　
ノ

　
ニ

即
智
海
有
外
也
以
外
有
情
塵一

　
ニ

　
　
　

ニ

　

シ

故
既
外
無
情
塵一

故
情
即
常

　
　
　
　
　
ニ

　
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
シ

テ

也

然
迷
悟

更
依
勁

似
處

陰一

　
　
　
ス

ル
ニ

而
影
滅

　
也
二

融
眞
妄
惑
非
取一

者
然
惑
与
取
蓋
一

義
耳
O
夫
妄

　
　
　
シ

　
　
　
　
　
　
　
　

ナ

ル

　
　
　
　

テ

　
ニ

惑
者
合
是
取
執
之
義一

今
以
稱
性一

　
　
ス

ル
ヲ

　

　

　
　

ル

カ

　
ニ

　
　

　

ニ

融
通

　
惑
乃
非

取一

故
科
云

融

　
ワ

眞
妄一
也
云

≧

起
信
論
云

依
覚
故

迷
若
離
覚
性
則
無
不

覚
○

若

離
不
覚
之
心

則
無
眞
覚
自
相
可

説
云
≧

疏
云
初
依
覚
成

迷
後
口

迷
顕

覚
云

≧

略
策
云

迷
則
全
迷

眞
理

離
眞
無
迷
悟
則
妄
本

眞
非
是
新
有
云

≧

問
惣
之
二

句

有
何
異
乎
答
迷
悟
約
機
眞
妄

　
ニ

約
法一

問
相
依
与
相
待
有
何
異
乎

答
義
抄

云
相
依
者

依
眞
起
妄

（

茜

裏
）

因

妄
説
眞

若
無
能
迷
所

迷
不

立
云
ミ

ニ

開
示

悟
相

　放
曠
任
其
去
住
文

自
在
義
也

大
恵
法
語
云

放
曠

還
同
癡
忽

ニ

　
　

　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　

ノ

人一

他
家
自
有
通
人
知一
文

（

廿

五

表
）

←裏
　
然
迷
悟
更
依
事

　
　
　
　
　
　
　
　
（

迷

脱
か
）

達
磨
悟
性
論
云

凡
迷
者
於
悟
≧

　
（

於
脱
か
）

者
悟
迷
正

見
之
人
知
心

空
無一

即
超
迷
悟
無
有
迷
悟
始
名

正
解
正

見
云
≧

裏

　若
求
眞
去

妄
文

略
策
云

事
外
求
眞
二

乗
偏

眞
即
事
而

眞
菩
薩
大
悟

云

≧

又
経
云

知
妄
本
自
眞
見

仏
則
清
淨
文

但
此
中
喩
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ケ

即
莊
子
意
也
云

人
有
畏
影
悪

迹
而
去
之
走
者
挙
足

兪
數

而
迹
兪
多
走
兪
疾
而

影
不

離

身
自
以
為
尚
遲
疾
走
不

休
絶

二

九
四
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（

廿

二

表
）

（

廿

二

裏
）

説
名
老
文

同
注
疏
云

所
離
之
垢
既

レ
ハ

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

ノ

　
ハ

無

封
離
之
智
何
無
O
羇
垢

者
菩
薩

　
　
　
ノ

ハ

也

説
明
者

仏
也
既
無
寸

治
之
智
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

有
起
智
之
人
一

淺
深
之
執
本

無
何

有
説
教
之
者
一

故
倶
無
也
寸
機
之

仏

亦
不
可
得
方
見
法
事一
≧

≧

説

ノ経
義
在
斯
矣
准

此
等
尺
嶋

今
云

無
智

　
　
　
　
　
　
ヲ

無
得
者
雙
泯

能
所
一

不

取
不
捨
者

　
　
　
　
　
　
ス

　
ハ

別

證
之

境噌
無
寸
下
別
明
能
證
之

　
　
ニ

智
就
中
一

　
　
　
　
　
　
　
ワ
　
　
　
　
ハ

一

義
云

上
来
明
観
行
一

自
下
結
成
也

故
円
覚
経
普
眼
章
先
説
観
行
成

ヲ就一

次
明
頓
同
仏

境一
中
説
見
境
同
云

修
習
此
心

得
成
就
者
於
此
無
修
亦

無
成
就
文

注

疏
云

近
結
入

境
安
心
一

遠

結
観
行
成
就
○
若
不

泯
之
一

則

雖

無
憎
毀
尚
見
持
毀
等
故
須
泯

之
方
同
仏
見
文

裏

裏
　
問
此
云

證
者
指
仏
果
欲
答
一

義
云

覚
鈔
云

此

中
言
證
云
≧

一

義
云
演
義

湛
睿
の

『

心

要
纂
釈
』

に

つ

い

て

（

納
富
）

（

廿
三

表
）

（

芝
裏
）

云

今
言
修
證
者
以
五

位
通

修
故
名

為
修
仏
方
究
竟
故
名
為
證
云
ζ

唯
下

廣
述
前
二

門
不
二

科

第
二

廣
述
有
二

初
示
悟
二

示

修
初
中

迹
二

初
案
定
法
理
裏

　然
迷
悟
更
文

然
者
覚
苑
云

隔

前
起

後
之
相
云
≧

口
隔
前
略
起

後

廣
也

裏

疏
三

上

云

彼
此
同
許
以
為
案
定
文
裏

問
科
云

案
定
者
如
何
答
疏
三

上

云

彼
此
同
許
以
為
案
定
云
≧

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
ワ

問
何
以
此
等
文
科
案
定

法

理
一

開
示

　
ヲ

悟
相
等
耶
答
行
願
疏
序
云

指
其
源
也

情
塵
有
経
智
海
無

外
一

妄
惑
非
取
一

重
玄
不

空
云

辷

同
證

＝
ム

本
源
深
妙
三

二

標
指
其

　
　
　
　
　
　
　
カ
　

ム
ト

　
　
　
ワ

源
指
其
源
也

者
謂
欲
明

功
用一

故
先

ス

ル
　
　
　
ワ
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
ス

標

其
源’

也
二

正

明
深
妙
六
一

融

　
ワ

情
智一

情
塵
有
経
者
経
有
二

義

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

一

約
喩一
二

約
法
喩
即

塵
含
大

二

九
三
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（

廿

七

表
）

湛
睿
の

『

心

要
纂
釈
』

に

つ

い

て

（

納
富
）

心

窮
性

海
万

行
頓

斉
修
文

覚
抄
云
奚

是
雙
語
辭
文

爾
雅
云

奚
○

也
文

裏

円

覚
略
抄
第
一

上

云

清
凉
大
師

所
説
万
行
並

不

離
心
一

但
能
覚

　

　
ノ
　

　

　
　

ワ

了
自
心

現
量一

畢
竟
清
淨
即

一

念
之
中
万
行
脩
足
心

不
起
止

也
知
不

起
一

観
也
不

縁
万

境
捨

也
止
妄
不
生一

戒
也
安
心

諦
理
忍
也

心

無
間
断一

邊
也
心

躰
離
念一

法
也

心

之
本
覚
仏
也

躰
相
無
違
僧
也

六

度
三

亦
教
並
一

心
故
花
厳
経
云

菩
薩
修
諸
仏
法
淨
諸
仏
剰
稱

口
妙
行
詞
伏
衆
生
乃
至

得
大

　

　
　
　

レ

ヨ
ヨォ
ドの
ツ
え
コ
ユ

　

をヘ
ヨ
ドほ

「
○

翕
二

女
月

准
ぞ
差
月

無
ξ

　
放
曠
云

モ

放
曠
自
在
貞
也

文
選
云

　
逍
遙
于
山
川
之
河
放
曠
于
人

［
　
菩
提
悉
不

離
心
文

　

　
穿
マ

一

（

廿

七

裏
）

　

　
ニ

間
之

世
一

済
日

放
曠
謂
無
拘
束
云

≧

離
世

間
品
云
入

於
三

昧
而
示

現
行

（

艾
表
）

住
坐
臥
一

切
業
亦
名
捨
三

昧
正
受一

　
　
　

　
　
　

　

是
菩
薩
遊
戯
文

二

靜
鑒
下
權

実
無
昇

謂
演
義
云

鑒
櫨
也

　
　
　

　
　

靜
実
也
文

源
流
者
本
末
之

　
　
　

　
　
　

　
　
　
ヌ

根
也
文
選
序
云

源
流
寔
繁

　
　
　

　
　
　
ヲ

タ
ツ

　

ワ

蒙
求
表
云

源
≧
一

流
≧
一
文

玉

彪

之
水
賦
云

万
流
雖
別一

同
出
於

源

衆
流
雖

殊’
同

帰
于
海
文

三

語
黙
下
説
黙
合
道
也

或
人
云

口
會
法
界
也
語
動

事
也

黙
靜

理

即
引
抄

　知
寂
不
二

等
文

意
云

知
寂
不
二

之

　
　
　

　
　
　
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

モ

一

心

者
始

覚
也

此
能
證
智
也

此
智

　
　
　
ス

自
本
覚
流
空
有
雙
融
之
中
道

　
　
ノ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　へ

者
所
證
法
躰
也

所
證
法
躰
空
有

ぎロ
セ
　のロ
し

　り
し

　

　
ぐロ
　　
　も
　コ
ア
　ニ
　

　
よ
　コドリ
ノ
　る
　
ロ

亀
＝

匍

海
射
口

天

オ
档
爿

値
擢
教冖
信

ヨ

リ
智

至

妙
覚

二

≧

始
覚
還
同
本

ス

ル
カ

覚

故
此
意
也

問

心
≧

作
仏
者
豈
非
再
成
仏
之
義
乎

〔

答
の

下
に

此

隔
上
因
果

交
徹

之
文

故
云

爾
也

脱
落
〕

答
抄
一

上

云

疏
剖

微
塵
之
経
卷

則
念
≧

果
成
者
第
七

顕
因
成
果

二

九
六
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韆聽
写真  　湛睿筆 『心 要纂釈』 断簡 （裏）

麟 慧 靉 韈雛 髏 灘蘇i蘿毒纛纛鍮i戀蕪難 1豪ミξ鍵：1湛
睿
の

『

心

要
纂
釈
』

に
つ

い

て

（

納
富
）

（

廿

八

裏
）

益
即

出
現
品
大
経
潜
塵
喩
経

云

如
有
大
経
卷
O
又
経
弁
應

知一會
解
二

云

科
云

顕
因

成
果
益
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
ニ

塵
喩
情
念一

経
喩
仏

智一

喩
中

ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

ワ

　
　
ノ

既
剖
一

≧

塵
中
之
経一

法
中
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　

　
ノ
　
　

　
　
　

　
　
ノ
　

　
　
ヲ

　
　
　
　
　
〔

果

智
の

下
に

則

衆
生

情
驅

因
中

顕
斯
果

智卩
脱
落
）

≧

相
應
果
智一

故
云

顕
因

成
果
益
一

也

新
経
序
亦
云

情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
　

ト

塵
有
経
一

智
海
無
外一

也
鈔
又
経

　
ハ
　
　
　
　

　
　
　

〔

也

脱
〕

云

下
示

念
≧

果
成
之

文
則
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ニ

偈
示

意一
即
一

切
塵

愉
一

切
念
一

皆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

智

脱
か
〕

具
仏
智一

仏
為
除

妄一

令
仏

出
現
即

〔

是
〕

具
念
≧

果
成
義
文

准
此
心

≧

作

仏
者
衆
生

剰
那
≧

≧

前
滅

後
生

（

廿
九

表
）

念
≧

皆
具
仏
智
故
仏
令
深

微
餓
薄

　
　
　
　
　
ス

ル

ニ

　
　
　
前
滅
後
生

處
具
足

仏
果

智

　
　
　
日
口
ロ一
心
≧

作

仏
云

也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ

　
　
　
行
願
疏
云

遇
三

毒
而
三

徳
円
入
一

塵
而

　
　
　
　
　
　
　
　
（

變
）

セ

　
　
ヲ

　
　
　
一

心

淨
千
化
不

反
其
慮一

万
境
順

二

九
七
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爭
九

裏
）

湛
睿
の

『

心

要
纂
釈
』

に
つ

い

て

（

納
富
）

　
ス
　
　
　
ニ

通
干・

道一
文

同
抄
第
一

云
入
一

塵

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
ヲ

而
一

心
淨
者
有
二

義
一

以
情
念
一

為

塵岫

念
即
無
念
故

淨
也
二

即
微
塵
也

　

　
　
　ニ

塵
躰
稱
性
一

故
浄
也
一

塵
一

念
既

　

　
　
　

　

チ

爾
千
心

万
境
惣
然
也
故
次
云

千

化

不

反
其
慮
繖
紬

腰
砿

癌
伽
酢
仏

万
境
順

通
于
道
鰤
鴫
豚
雕
鰔
仏
国
文

師
云

　
　
　

　
　
こ

難
此
尺
非
本
有
一

始
本
不
二

心

也

観

　
　
　

　
　
ナ
ル

ヲ
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
ニ

行
者
念
即

無
念
　
云
作
仏
禅
門

　
ハ

　
　
　
ノ

　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

ル
カ

一

念
≧

≧

仏
云

如
也
念
≧

皆
無
念

故

云

心
≧

作
仏
故
云

千
化
不
反
其

ト

　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　

ナ

ル
カ

通一

此
所
居
即
淨
土
　
故
云

處
≧

道
成
等
一

故
云
万
境
順
通
于
道一

　
　
　

　
ハ

　
　
　
　
　
　

ノ

　
ユ

　
　
　
　
ノ

一

義
云
此
尺

不

寄
能
観
人口

横
約

　
　
　
ト
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
モ

法
界
衆
生
一

云
心
≧

作
仏一

蚊
虻
等
念

　
　
　

　
　
ノ
　

　
　
　
　

ノ

即
無
念
也
本

有
當
躰
念
≧

心

≧

仏
也

非
始
覚
也

　
　
　

　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ

　
　
　
ニ

　
　
ス

一

義
云
此
尺
横
約
一

切
衆
生
心
≧
一

談

　
　
　
ヲ

始
本
不
二
噌

花
厳
経
云

如
来
智

（

三

＋

表
）

（

三

＋

裏
）

二

九
八

恵
無
相
智
恵
無
尋
智
恵

具
足
在

於
衆
生
心

中
文

　

　
　
　

　
　
ハ

　
　

ニ

仏
始
覚
智
蚊
虻
等
念
≧

有
之
一

故
始
本

不
二

也
玄
十
六

云

謂
仏
果
智
与
衆

生
中

因
性
本

覚
無
差

別
故
是
故

即

在
纒
之
因
具
出
纒
玄

第
六

云

畫
師
不
知
此
甃
皆
從
心

現
喩

諸
衆
生
迷
自
心

量
文

果
法
以
円
教
中
因
果
無
二

余
聖
教

中
未
更
斯
義
文

　

消
息
事

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
ノ

義
抄
第
六

上
云

善
消
息
之
者
易
≧

日

月

　

　
　
　

　
ス

　
　

グ

　
ハ

盈
虚

与
時

消
息
釈
云

消
盡
也

息
生
也

謂
可

加
則
加
可
滅
則
滅
可

出
則
出

可

没
則
没
云

消
息
文

有
又
云

　
カ

　
　
　
　
ノ

　
ハ

爾
雅
云

軋
法
在
中
才
消

息
注
云

消
息
擦
而
不
遺
文

其
猶
下

唯
識
唯
心

也

　
　
　

　
　
　

（

羯

磨）

四

分
律
刪

補
隨
機
羊
广
済
縁
記
第

　
　
ノ

三

下
尺
故

須
消
息
之

文
云
消
息

シ
　

フ
カ

猶
言

口
口一

也
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香

象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

（
二

＋

袤
）

梵
網
疏
上
云

至

道
法
者
謂
至

極

　
　
　
　
　
シ
　

　
　

ノ
　
ニ
　
　

　
　

テ

　
ノ

　
　
　
之
道
莫
先
此
法一

又
以
此
道一

　
　
　
ク
　

ル
ヲ
　
　
　
　
ニ

　
　
　
　

フ

　
　
　

ト
　
　
　
　

チ

　
　
　
能
至

於
果一

故
云
至

道一

此
即

　
　
　
　
ク
　

ル

　
　
　

グ

　

テ
　
　
　

ト
　
　
ル
　
　
　

ノ

　
　
　
道
能
至

也
謂
作
了
因一

至

湟
槃

　
　
　
ニ

　

　

　

テ

　

　

ト

　

ル

　

　

ノ

　
ニ

　
　
　
果一

又

作
生

因一

至
菩
提
果
一
文
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一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

マ

・

）

拿
二

表
）

于
時
康
永
元

年
八

月
十
於

　
　
　
　
南
都
戒
壇
院

新
方
丈
西
面

　
　
　
　
寮
書
写
了

　

　

　

少
比
丘

交
尊

　
　
　
　
　
　
　
　（
異
筆）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

傳
領
春
位

　
　
　
　
　
　
イ

ヘ

ル

コ

ト
バ

カ
ル

　

　

ス

ウ
セ
ウ
ニ

拿
二

裏
）

先
民
有
レ

言

　

詢
　
于
蒭
蕘

毛

詩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
フ

ヲ
ヘ

　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
古
賢
者
言

有
疑
事一

當
卞

与一一
薪
采
之
人一

謀
上

也

　
　
　
　

（

三

＋

三

表
）

口
即
心

即
仏
唯
證
者
文

　
　
　
問
證
老
指
何
位
乎

　
　
　
円
覚
略
抄
二

下

云

此

中
言
證
但

　
　
　
取
観
行
相
應

之
時
現
量
所
見

　
　
　
即
名
為
證
不

必

聖
果
文
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湛
睿
の

『

心

要
纂
釈
』

に

つ

い

て

（

納
富
）

二

九
九


